
H26.2.21 キャリア教育シンポジウム

子供たちの未来は地域で育てる！
産官学による「中学生“自分再発見”プロジェクト」

よこすかキャリア教育推進事業について

横須賀商工会議所キャリア教育推進事務局

きっかけ

①若年無就業者の“キャリア・サポート”事業を展開
→ ジョブ・カード制度のモデルに

検証の結果、対症療法だけではダメ

②産業界が義務教育段階から関わる必要性

産官学の連携による役割分担

長い目で地域を支える人材を育てるためには、産官学が連携
して取り組み、企業・学校・地元にメリットのある形をつくること
が必要！

2014.02.21横須賀商工会議所
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横須賀市教育委員会
学校現場

横須賀市(都市政策研究所)
市の施策として推進

ＰＴＡ 地域住民

よこすかの人材を横須賀の力で育てる 地域社会が連携したキャリア教育

実施中学校 ２３校

横須賀商工会議所
MTT派遣・事業コーディネート

企業応援団（MTT）
４１０社

よこすかキャリア教育推進事業事務局

横須賀キャリア教育推進事業組織図

コーディネーター

2014.02.21 横須賀商工会議所

中学生
“自分再発見”
プロジェクト

よこすかの人材を横須賀の力で育てる 地域社会が連携したキャリア教育

MTT（マイ・タウン・ティーチャー）
＝企業応援団から派遣させる従業員＝

情報発信
事業（WEB）

MTT交流会

MTTと教師の
ディスカッション

支援校以外
の相談支援

PTA広報紙
作成支援

キャリア教育
応援団組織

職場体験受入
事業所の開拓
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ステップ１ 校長の想い・方針・方向をヒアリング

ステップ２ 教頭・担当者（キャリア教育・学年主任等）と
何をどうしたいのかの検討

生徒の分析・指導教師の想い

ステップ３ 年間プログラムの作成

ステップ４ 指導企画プログラム実施前の打合せ・実施当日

ステップ５ 実施後の効果検証・課題の確認

自
校
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

プログラム作成のプロセス
各校により異なる、総合的な学習の時間を体系化し、１年を通し

て子ども達の職業観・勤労観の醸成を目的とした教育プログラム
の作成支援を行なう。

推進校の想いを具現化

「今の自分 これからの自分」

トライアル
坂中ＴＲＹやる学習

「発信する」

ディスカッション働くこと

人となれ●働くこと・自分の生き方

●フロンティア猿島ミッション

ゼミで学ぶ

～未来につなげる長沢畑～
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子どもの成長に合わせたプログラムの提供

≪支援プログラム≫ （産業界が担当するプログラム）

①グループディスカッション「出会いが心を揺さぶる」

②ポスターセッション「私の仕事紹介します」

③県専門学校各種学校協会との連携

「私の夢伝えます」

様々なメニュー

神奈川歯科大学

よこすか平安閣

浦賀警察署

中谷工業（株）

京浜急行電鉄（株）

NTT横須賀研究開発センタ

郵便局（株） 2014.02.21 横須賀商工会議所
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MTTとのグループディスカッション

2014.01.30 横須賀商工会議所

教師とのグループディスカッション （生徒との学びの時間後に開催）

2014.01.30 横須賀商工会議所
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私の仕事紹介します ～おつけもの須藤～

2014.01.30 横須賀商工会議所

私の仕事紹介します ～浦賀警察～

2014.01.30 横須賀商工会議所
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私の夢伝えます ～横浜テクノオート専門学校～

私の夢伝えます ～鎌倉早見美容芸術専門学校～
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地域の特色を活かした
産業界が担当するプログラム

①「無人島文化祭 ～猿島ミッション～」

猿島屋台・スタンプラリーのプロデュース・運営

ミッションから生まれた“猿島チップス”

（第1回よこすかおみやげコンテスト準優勝）

②「畑から社会へ」

サツマイモの栽培・加工

・販売までの経営体験

猿島ミッション ～企業へのプレゼン大会～

2014.01.30 横須賀商工会議所
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